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「図と地」における視覚効果について 
− ゲシュタルト心理学における図と地の関係−  
 
VISUAL EFFECTS REGARADING “FIGURE AND GROUND” 
RELATIONSHIP BETWEEN FIGURE AND GROUND IN GESTALT PSYCHOLOGY 
 
鄭 想旭 
CHUNG SANG OOK 
主査 佐藤康三   副査 土屋雅人  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科システムデザイン専攻修士課程 
 
It is widely known that it is difficult for the human eye to confirm and recognize the relationship 
between figure and ground within an image, thus becoming a big issue. Furthermore, it is very easy to 
find visual representations which make use of this relationship in our everyday life. However, sometimes 
we also get to see images in which making a differentiation between figure and ground becomes difficult 
to perform. In order to avoid this, in the present research we will set the purpose of experimenting and 
analyzing several relationships between figure and ground and finally show an easy to recognize 
standard. 
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１． 緒論 
人間の目は図と地を判別し、物事を目で認識すること
ができる。しかし、場合によって図と地の判別が困難な
こともある。図 1 はゲシュタルト心理学を研究する学者
たちがよく引用するルビンの壷である。 
ルビンの壷は、観察者によって壷や人の横顔としても
認識される。心理的に不安定で恐慌状態の人の場合、最
も混乱を生じると言われている。 
 
図 1 ルビンの壷 
（Edgar Rubin, 1915〜1958） 
 
“健康な個体は毎瞬間、自分にとって重要なゲシュタル
トを鮮烈に形成し、図を地から明確に区分することがで
きるが、不健康な個体は、図を地から明確に区分しない。
つまり、特定の欲求や感情を他のものと区分してゲシュ
タルトで形成しない。このような人々は、日常的自分が
本当にやりたいことが何をかよく分かっていない。した
がって行動目標があいまいで、物事を決定せず混乱する
(Zinker,1977) [1]” 
人間は一生の間、同じように安定した精神状態を維持
することは難しい。誰でも不安定な心理状態に陥るかも
しれないし、生まれた時から他人より情緒不安定な場合
もある。つまり、ルビンの壷を見た時に混沌に陥る可能
性は十分にあると言える。 
さらに日常の製品のデザインにおいても、ルビンの壷
と同様に図と地の判別が難しくなる事例が存在するが、
これは大きな問題である。例えば、図と地における視覚
効果についての考慮なしに、製品におけるグラフィック
スを設計すれば使用者の認知に悪影響を招くだろう。 
つまり、日常生活に利用されるデザインや製品企画な
どの業務に従事する場合、そのインタフェースにおいて
図と地の区分を確固たる概念に基づいて認知させるよう
に設計しなければならない。このような概念は必ず工学
的に説明されるべきである。 
本研究の目的は、日常生活において図と地の関係がよ
く見られる事例の問題点を分析し、対策案を提示するこ
とである。 
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２． 実験対象及び背景 
 日常生活における図と地の関係でよく見られる事例
として、図 2 のようにグラフィックス化されたエレベー
ターの開閉ボタンが挙げられる。 
 
 
 
図 2 エレベーターの開閉ボダン 
 
 グラフィックス化されたエレベーターの開閉ボタンは
日常見慣れているが、時にボタンの図と地の関係を明確
に判別できず、操作の誤りにつながる場合がある。ある
いは、ボタン操作は問題ないとしても、操作時に瞬間的
にためらい、混乱を起こす場合がある。 
 本実験の目的は、このようなグラフィックス化された
エレベーターのボタンの事例を通じて、問題点をデータ
化し分析することで、図と地の関係が実生活において有
用な視覚効果として使用されるように、改善案を提示す
ることである。 
 
３． 実験準備 
（１）実験用プログラムの製作 
グラフィックス化されたエレベーターのボタンがもた
らす視覚効果を確認するために、被験者への実験用プロ
グラムを製作する。 
はじめに、図 3 に示す様々な形、面積比を構成するグ
ラフィックスを製作し、それぞれのグラフィックスを被
験者が白い面と黒い面のどちらかをタッチスクリーンで
選択できるようにする。 
 
 
図 3 実験で使用するグラフィックスの例 
 
 タッチスクリーンのプログラムは図 4 の Adobe Flash 
Professional CS5 を用いて製作する。 
 
 
図 4 Adobe Flash Professional CS5 による制作画面 
 
実験用の装置として図 5 に示すスマートフォンの
GALLAXY NOTE 3 を用いる。GALLAXY NOTE3 はタブレット
PCではないが、画面のサイズが 5.7インチと大きいため、
実験には適したサイズである。 
 
 
図 5 実験で使用する GALLAXY NOTE 3 
 
（２）実験用プログラムにおける表示時間決定のため 
めのめの予備実験 
a）予備実験目的 
グラフィックスを表示する時間をプログラムで設定す
るにあたり、実際のエレベーターで「閉じるボタン」を
押すまでにかかる時間を計測し、表示時間を設定する。 
b）予備実験方法 
この実験では、新宿の 4 つの商業ビルにおいて、人々
がエレベーターに乗り、「閉じるボタン」を押すまでに
かかる時間を計測する。 
対象は 20代〜50代の男女とし、各々のビルで各 5回、
計 20 回計測する。 
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c）予備実験結果 
表１は東京・新宿区での実験用プログラムにおける表
示時間の予備実験の結果である。各々のビルで各 5 回、
計 20 回計測した結果、平均時間は 3.3 秒であった。これ
を基に、今後の実験での各々のグラフィックスを逐次的
に対象者に表示する際の秒数の指標とする。 
 
表 1 エレベーターに乗ってから閉じるボタンを押すま
でにかかる時間 
 
 
（３）実験条件の設定 
以下に今後の実験の条件を示す。 
(1) 白と黒の面積比の違うグラフィックスボタンを用意
する。 
(2) 白い面と黒い面の選択はタッチスクリーンにて行う。 
(3) 実験装置は画面サイズ 5.7 インチの GALLAXY NOTE 3
を用いる。 
(4) 実験での画面遷移までの時間は予備実験より 3.3 秒
とする 
(5) 本実験及び後の実験の被験者は 20 歳から 40 歳の日
本人の男女 20 名である。 
 
４． 形や面積比による図と地の視覚実験 
（１）実四角形と十字架の組み合わせによる図と地の
視覚視覚反応 
a）実験概要 
本実験では、図 6 のグラフィックスで実験を行う。 
 
 
図 6 実験 1－1 のグラフィックス A1 
 
 
 
 
 
b）実験結果 
実験結果を図７に示す。 
 
 
図 7 実験 1－1 の結果のグラフ 
 
 図７のグラフから、黒 60:白 40～黒 70:白 30 の間で図
と地の判別が難しくなったと考えられる。 
（２）実四角形と十字架の組み合わせによる図と地の
視覚視覚反応（白と黒の反転）視覚 
a）実験概要 
 本実験では、図 8 のグラフィックスで実験を行う。 
 
 
図 8 実験 1－2 のグラフィックス A2 
 
b）実験結果 
実験結果を図 9 に示す。 
 
 
図 9 実験 1－2 の結果のグラフ 
 
図 9 のグラフから、白 60:黒 40～W80:B20 の間で図と
地の判別が難しくなったと考えられる。 
（３）四角形と四角形の組み合わせによる図と地の視
覚  覚反応視覚 
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a）実験概要 
 本実験では、図 10 のグラフィックスで実験を行う。 
 
 
図 10 実験 2－1 のグラフィックス B1 
 
b）実験結果 
実験結果を図 11 に示す。 
 
 
図 11 実験 2－1 の結果のグラフ 
 
図 11 のグラフから、白 20:黒 80 以外の面積比では明
確な図の選択の差が現れていないことがわかる。 
（４）四角形と四角形の組み合わせによる図と地の視
覚  覚反応（白と黒の反転）視覚 
a）実験概要 
 本実験では、図 12 のグラフィックスで実験を行う。 
 
 
図 12 実験 2－2 のグラフィックス B2 
 
b）実験結果 
実験結果を図 13 に示す。 
 
 
図 13 実験 2－2 の結果のグラフ 
 
 図 13 のグラフから、黒 90:白 10 以外の面積比では明
確な図の選択の差が現れていないことがわかる。 
（５）四角形と円の組み合わせによる図と地の視覚反  
応 応 
a）実験概要 
 本実験では、図 14 のグラフィックスで実験を行う。 
 
 
図 14 実験 3－1 のグラフィックス C1 
 
b）実験結果 
実験結果を図 15 に示す。 
 
 
図 15 実験 3－1 の実験結果のグラフ 
 
図 15 のグラフから、白 20:黒 80～白 90:黒 10 へ向か
って徐々に図と地の関係の差が減っていることがわかる。 
（６）四角形と円の組み合わせによる図と地の視覚反
応 応（白と黒の反転）視覚 
a）実験概要 
 本実験では、図 16 のグラフィックスで実験を行う。 
 
 
図 16 実験 3－2 のグラフィックス C2 
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b）実験結果 
実験結果を図 17 に示す。 
 
 
図 17 実験 3－2 の実験結果グラフ 
 
図 17 のグラフから黒 20:白 80～黒 90:白 10 へ向かっ
て徐々に図と地の関係の差が減っていることがわかる。 
（７）白い四角形と黒い開閉グラフィックスの組合せ
によによる図と地の関係に対する実験覚 
a）実験概要 
 本実験では、図 18 のグラフィックスで実験を行う 
 
 
図 18 実験 4－1 のグラフィックス D1 
 
b）実験結果 
実験結果を図 19 に示す。 
 
 
図 19 実験 4－1 の結果のグラフ 
 
図 19 のグラフから、白 50:黒 50～白 95:黒 5 へ向かっ
て、黒い面 D1 と白い面 D1 の図の選択の人数の差が広が
っていることがわかる。 
 
（８）四黒い四角形と白い開閉グラフィックスの組み
合わ合わせによる図と地の関係実験及び結果視覚 
a）実験概要 
 本実験では、図 20 のグラフィックスで実験を行う。 
 
 
図 20 実験 4－2 のグラフィックス D2 
 
b）実験結果 
実験結果を図 21 に示す。 
 
 
図 21 実験 4－2 の結果のグラフ 
 
図 21 のグラフから、黒 50:白 50～黒 95:白 5 へ向かっ
て、黒い面 D2 と白い面 D2 の図の選択の人数の差が広が
っていることがわかる。 
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５． 結論 
（１）面積比による図と地の判別について覚 
図 22 は実験 1-1～4-2 までの実験結果を整理し、図と
地の判別が難しいとされる面積比率(赤い面)をまとめた
図である。 
 
 
図 22 図と地の判別が難しいとされる比率 
 
 図 22 をもとに得られた結論を以下に示す。 
(1)面積比が 50：50 及び 60：40 の場合図と地の関係の差
は難しいと導き出された。 
(2)幾何形体でグラフィックス化された図と地の関係は
判別が難しいと導き出された。 
（２）明度による図と地の判別について覚 
下記の図23は実験1-1～4-2までの実験結果を整理し、
地の四角形が黒の場合と白の場合を比較した表である。 
 
 
図 23 地の四角形が黒の場合と白の場合との比較 
 
図 23 より、地の四角形の色を逆転したとき、白と黒そ
れぞれの図として選ばれた総回数にも逆転が見られた。 
 
 
 
６． 今後の展望 
 本研究では、ゲシュタルト心理学における図と地の視
点からエレベーターの開閉ボタンにおけるグラフィック
スについて実験を行い、使用者が図と地を認識すること
のできるグラフィックスの設計指針を示すことができた。 
 本研究の中で対象としたエレベーターは、たとえ誤操
作をしても大きな問題は発生しない。しかし、図 24 に示
す航空機における計器板のボタンを扱う場合なら、誤操
作は大きな危険を招くこうした操作に危険が伴う場で用
いられるグラフィックスは、特に適切な視覚伝達を行う
必要がある。 
 
 
図 24 航空機のコックピット 
 
 日常生活において、図と地による視覚効果は数多く使
用されている。例えば、家電販売店を訪れると数え切れ
ないほど発見することができる。しかし、驚くべきこと
は、視覚情報伝達の観点、特に図と地の関係として納得
できないほど問題のある製品を目にすることである。製
品を企画する段階で、このようなミスをするべきではな
いことは誰もが知っており、どのような製品企画者やデ
ザイナーも図と地の視覚効果について基本的な知識を持
つことは疑わない。 
したがって、ゲシュタルト心理学の原理の理論を学習
するとともに私たちは、それを発展させる責任がある。
ゲシュタルト心理学における知覚の原理は、単なる理論
にとどまらず、実験を通して科学的に分析し、視覚伝達
における基準を提示することで様々な分野に応用されな
ければならない。今後、図と地の視覚的効果についてさ
らなる研究がなされ、様々な場面における視覚伝達の指
針が示されることを期待する。 
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